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高
校
時
代
に
、

「
大
貧
民
」
と
い

う
ゲ
ー
ム
が
流は

や行

り
、
図
に
乗
っ
て

授
業
中
も
教
室
後

方
で
興
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
ゲ
ー
ム
は
世
襲
制
が
強
い

階
級
闘
争
だ
。
大
貧
民
は
強
い

２
枚
の
手
札
を
、
大
富
豪
の
弱

い
手
札
２
枚
と
交
換
し
な
く
て

は
な
ら
ず
、
当
然
、
大
貧
民
は

な
か
な
か
階
級
を
上
げ
ら
れ
な

い
と
い
う
、「
ト
ラ
ン
プ
」
ゲ

ー
ム
で
あ
る
▼
「
ト
ラ
ン
プ
」

と
言
え
ば
米
国
の
次
期
大
統
領

だ
。
政
治
的
に
は
素
人
の
資
産

５
千
億
円
の
不
動
産
王
。
家
族

に
は
実
業
家
と
元
モ
デ
ル
や
女

優
が
多
い
。
選
挙
に
私
費
50
億

円
以
上
を
投
入
し
大
逆
転
を
成

し
遂
げ
た
が
、
動
機
と
目
的
が

よ
く
分
か
ら
な
い
。
作
戦
は
よ

く
分
か
っ
た
。
敵
を
名
指
し

し
、
刺
激
的
な
言
葉
で
攻
撃
し

味
方
を
増
や
し
て
い
く
。
お
か

げ
で
内
外
の
右
派
勢
力
が
自
信

を
付
け
て
い
る
。
あ
れ
だ
け
言

っ
て
も
票
は
取
れ
る
と
▼
保
護

主
義
・
反
自
由
主
義
・
排
外
主

義
・
大
衆
迎
合
的
「
資
本
主
義

の
申
し
子
」
の
不
動
産
王
が
、

格
差
と
貧
困
渦
巻
く
国
際
社
会

と
、
分
断
と
亀
裂
を
も
た
ら
し

た
国
内
に
、
現
実
的
に
ど
う
対

応
す
る
の
か
▼
世
界
一
の
強
国

は
「
ア
メ
リ
カ
フ
ァ
ー
ス
ト
」

の
「
チ
ェ
ン
ジ
」
を
選
び
、
未

知
数
に
４
年
間
を
預
け
た
。
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
が
親
和
し
た
不
安
定
な
戦
前

を
も
た
ら
す
の
だ
ろ
う
か
▼
ト

ラ
ン
プ
の
肝
は
「
ブ
ラ
フ
（
は

っ
た
り
）」
を
含
め
た
「
デ
ィ

ー
ル
（
取
引
）」
で
、
大
事
な

の
は
「
ベ
ッ
ト
（
賭
け
）」
と

「
ウ
ィ
ン
」
だ
。
日
本
も
、
経

済
・
貿
易
・
安
全
保
障
に
対
す

る
自
主
・
自
立
的
対
策
を
考
え

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
米
国
追

随
か
ら
の
主
権
回
復
と
言
え
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
ト
ラ
ン
プ

的
手
法
は
避
け
た
い
。 

（
空
）

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

診療内容向上研究会より
白癬診断・治療の進化

研
面
究

主張「南スーダンPKO駆けつけ警護付与に反対」 ２面

受験対策セミナー　感想文 ３面

６面

　

医
療
へ
の
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
を
制
限
す
る
「
登
録
医
制
度
」

許
さ
な
い
―
―
。
政
府
が
計
画
す
る
患
者
負
担
増
な
ど
の
中
止

を
求
め
、
協
会
が
取
り
組
む
会
員
Ｆ
Ａ
Ｘ
署
名
が
、
11
月
21
日

ま
で
で
９
０
１
筆
と
な
っ
た
。
集
ま
っ
た
署
名
は
、
17
日
の
中

央
要
請
行
動
に
持
参
し
、
兵
庫
県
選
出
の
国
会
議
員
や
厚
労
省

へ
１
次
分
と
し
て
提
出
し
て
い
る
。
こ
の
署
名
は
、「
か
か
り

つ
け
医
」
以
外
の
受
診
を
制
限
す
る
受
診
時
定
額
負
担
を
導
入

し
な
い
こ
と
な
ど
、
６
項
目
を
求
め
る
も
の
。「
私
の
一
言
」

欄
に
は
、
会
員
か
ら
負
担
増
計
画
に
対
す
る
不
安
や
怒
り
の
声

が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
一
部
を
紹
介
す
る
。

・
医
療
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
抑
制

す
る
改
悪
は
、
患
者
が
重
症
化

す
る
ま
で
受
診
し
な
い
状
況
を

作
り
出
し
、
か
え
っ
て
医
療
費

を
増
加
さ
せ
、
保
険
財
政
を
圧

迫
す
る
と
思
い
ま
す
。

 

（
芦
屋
市
・
内
科
）

・
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
登
録

で
き
な
い
医
療
機
関
は
ど
う
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。
廃
業
し
ろ

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
絶

対
反
対
で
す
。 （
西
区
・
外
科
）

・「
登
録
医
」
制
度
は
患
者
さ

ん
に
余
分
な
負
担
を
か
け
る

上
、
医
療
機
関
が
大
変
混
乱
し

ま
す
。
現
実
的
に
制
度
化
で
き

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？　

疾
患
ご
と
に
専
門
の
病

院
も
異
な
り
、
状
況
に
よ
り
医

院
や
病
院
を
患
者
さ
ん
が
選
択

で
き
る
方
が
よ
い
と
思
い
ま

す
。 
（
加
古
川
市
・
皮
膚
科
）

・
漢
方
薬
は
、
当
院
の
治
療
の

主
体
で
す
。
漢
方
薬
だ
け
で
も

疾
患
の
状
態
に
応
じ
て
、
一
般

西
洋
薬
に
負
け
な
い
く
ら
い
の

治
療
効
果
を
出
せ
る
も
の
で

す
。
保
険
か
ら
外
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。 

（
東
灘
区
・
内
科
）

国
民
皆
保
険
が

骨
抜
き
に

・
国
民
皆
保
険
制
度
が
ど
ん
ど

ん
骨
抜
き
に
な
っ
て
い
く
こ
と

に
大
き
な
怒
り
を
お
ぼ
え
ま

す
。
国
が
国
民
を
守
ら
な
く
て

ど
う
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

 

（
東
灘
区
・
内
科
）

・
今
の
政
治
は
、〝
老
い
る
こ

と
〞
を
ま
る
で
「
悪
」
だ
と
い

う
よ
う
に
冷
た
い
。
人
は
全
て

老
い
て
い
く
。
人
生
の
終
着
点

に
向
か
っ
て
い
く
こ
と
が

「
悪
」
な
ら
、
社
会
は
正
常
に

成
熟
し
て
い
か
な
い
と
思
う
。

老
人
は
人
生
の
よ
き
先
輩
で
あ

り
、
知
恵
の
源
で
あ
る
こ
と
を

考
え
て
ほ
し
い
。

 

（
川
西
市
・
歯
科
）

・
年
金
は
少
し
ず
つ
下
が
り
、

医
療
・
介
護
保
険
料
は
少
し
ず

つ
上
が
る
。
限
ら
れ
た
可
処
分

所
得
で
は
医
療
・
介
護
を
受
け

る
こ
と
す
ら
困
難
で
す
。
自
己

負
担
の
軽
減
を
要
望
し
ま
す
。

 

（
宝
塚
市
・
泌
尿
器
科
）

・
本
来
の
地
域
包
括
ケ
ア
は
患

者
が
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
よ

う
地
域
ぐ
る
み
で
支
え
る
こ
と

の
は
ず
。
ベ
ッ
ド
数
削
減
や
医

療
費
削
減
の
た
め
の
法
案
は
逆

方
向
に
向
い
て
い
る
。
根
本
的

に
見
直
し
、
ベ
ッ
ド
数
や
医
師

数
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

 

（
伊
丹
市
・
歯
科
）

財
政
悪
化
理
由
に

福
祉
後
退
お
か
し
い

・
福
祉
に
お
金
を
使
う
こ
と

は
、
経
済
に
プ
ラ
ス
に
な
る
と

主
張
す
る
経
済
学
者
も
い
ま

す
。
財
政
の
悪
化
を
理
由
に
福

祉
を
後
退
さ
せ
る
政
策
は
、
間

違
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。 （
明
石
市
・
小
児
科
）

・
法
人
減
税
を
せ
ず
に
国
の
歳

入
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
消
費
税
は
だ
れ
も
が
負

担
す
る
公
平
な
税
と
い
う
が
、

輸
出
大
企
業
に
と
っ
て
は
補
助

金
と
な
っ
て
い
る
。
消
費
税
制

度
は
輸
出
大
企
業
に
対
す
る

「
タ
ッ
ク
ス
ヘ
イ
ブ
ン
」
で
あ

る
。 

（
宝
塚
市
・
皮
膚
科
）

私
の
一
言

私
の
一
言

政
府
・
国
会
に
提
出

催
。「
院
長

夫
人
」
を
対

象
と
し
た
企

画
は
初
め
て

だ
っ
た
が
、

県
下
各
地
か

ら
定
員
を
上

回
る
38
人
が

参
加
し
た
。

　

自
身
が

「
院
長
夫

人
」
で
あ
る

永
野
光
氏

（
奈
良
県
香

芝
市
・
永
野

整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
ヘ
ル

プ
デ
ス
ク
、
㈱
ク
リ
ニ
ッ
ク

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
サ
ポ
ー
ト

代
表
）
が
講
演
し
、「
ス
タ

ッ
フ
が
急
に
辞
め
て
し
ま

う
」「
ク
リ
ニ
ッ
ク
内
の
人

間
関
係
」
な
ど
、
自
身
の
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
の
経
験
を
紹

介
。

　

ス
タ
ッ
フ
そ
れ
ぞ
れ
の
成

長
ス
テ
ー
ジ
を
考
慮
し
た
接

し
方
や
環
境
作
り
に
つ
い
て

ア
ド
バ
イ
ス
し
、
気
が
つ
い

た
ら
ま
ず
自
分
か
ら
動
く

「
率
先
垂
範
力
」、
楽
し
く

が
ん
ば
る
仲
間
を
作
る
「
周

り
を
巻
き
込
む
力
」
な
ど
を

「
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
力
」
と
し
て
紹

介
し
た
。

　

講
演
後
、
診
療
科
ご
と
に

５
〜
７
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
悩
み
や
思
い
を
交

流
。
交
流
・
質
疑
応
答
が
大

変
盛
り
上
が
り
、
予
定
時
間

を
大
幅
に
超
過
し
て
終
了
し

た
。 （
３
面
に
感
想
文
掲
載
）

集まった署名を厚労省（右）へ提出する
（左端から）兵庫協会の川西敏雄副理事長、
鈴田明彦理事、保団連の住江憲勇会長　

窓口負担増の中止求めるドクター署名　900筆超に

「登録医制度」に絶対反対「登録医制度」に絶対反対
一次分

「院長夫人」懇談会を初開催

開業医のパートナーとしての
 思いや悩みを交流

テーマ　①トランプ大統領でこれからどうなる
　　　　②酉年にちなんで
　　　　③自由題
　　　　④写真投稿
締　切　12月９日（金）必着
送り先　メール　sanda-a@doc-net.or.jp
　　　　ＦＡＸ　078―393―1820
※ 文字数は600字以内。写真投稿をされる方は
事前にご連絡ください

お問い合わせは、☎078―393―1807 新聞部まで

兵庫保険医新聞　新年号

会員投稿募集

「日本の医師数は「日本の医師数は

 多いの？ 少ないの？」 多いの？ 少ないの？」

「日本の医師数は「日本の医師数は

 多いの？ 少ないの？」 多いの？ 少ないの？」

ご注文・お問い合わせは、☎078－393－1807まで

景品付きクイズチラシ実施中！

２
０
１
６
年
10
月
〜

 

２
０
１
７
年
１
月
ま
で

グ
ッ
ズ
ご
注
文
く
だ
さ
い
! !

「医療知ろう！」「医療知ろう！」

放送中!!放送中!!

ラジオ関西番組出演ラジオ関西番組出演

12月１日　糖尿病と新たな合併症
　　　　　～癌と認知症
　　８日　パリ協定採択1周年（仮）
　　15日　皮膚がんについて
　　22日　 丹波地域のこども医療の現状

と課題（仮）

AM558kHz／1395kHz（但馬放送局）
放送期間　2016年10月～2017年３月

毎週木曜19時25分～毎週木曜19時25分～

ア
ク
セ
ス
制
限
は

重
症
化
招
く

　

税
務
経
営
部
は
10
月
27

日
、「
院
長
先
生
を
夫
に
持

つ
み
な
さ
ま
の
た
め
の
懇
談

会
〜
開
業
医
の
〞
パ
ー
ト
ナ

ー
〞
の
役
割
を
見
つ
め
直
す

〜
」
を
協
会
会
議
室
で
開
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神
戸
支
部
は
10
月
15
日
、
メ

リ
ケ
ン
パ
ー
ク
オ
リ
エ
ン
タ
ル

ホ
テ
ル
で
第
37
回
総
会
を
開
催

し
、
２
０
１
５
年
度
活
動
の
ま

と
め
と
16
年
度
の
方
針
を
承
認

し
、
支
部
役
員
の
改
選
を
行
っ

た
。
記
念
講
演
で
は
、「
フ
レ

イ
ル
と
人
参
養
栄
湯
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
、
鹿
児
島
大
学
大
学

院
心
身
内
科
学
分
野
教
授
の
乾

明
夫
先
生
が
講
演
し
、
会
員
ら

54
人
が
参
加
し
た
。
新
た
に
支

部
幹
事
に
就
任
し
た
伊
賀
文
彦

先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

に
派
遣
さ
れ
る
陸
上
自
衛
隊

へ
の
「
駆
け
つ
け
警
護
」
の

付
与
を
閣
議
決
定
し
た
。

　

こ
れ
が
実
行
さ
れ
れ
ば
、

「
任
務
遂
行
に
必
要
な
」
武

器
使
用
が
認
め
ら
れ
、
現
地

で
の
戦
闘
行
為
に
参
加
が
可

能
と
な
る
。
自
衛
隊
員
が

「
殺
し
、
殺
さ
れ
る
」
事
態

が
起
こ
る
こ
と
も
想
定
さ

れ
、
心
身
共
に
極
め
て
危
険

な
任
務
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
閣
議
決
定

を
、
私
た
ち
は
、
国
民
の
命

と
健
康
を
守
る
医
師
・
歯
科

医
師
の
団
体
と
し
て
、
容
認

す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　

安
倍
内
閣
は

今
月
15
日
、
南

ス
ー
ダ
ン
の
Ｐ

Ｋ
Ｏ
（
国
連
平

和
維
持
活
動
）

れ
、
本
年
４
月
に
暫
定
政
権

が
発
足
し
た
が
、
７
月
に
内

戦
が
再
発
、
首
都
ジ
ュ
バ
で

市
民
を
含
む
３
０
０
人
以
上

が
戦
闘
の
犠
牲
に
な
っ
た
。

政
府
軍
に
よ
る
国
連
派
遣
団

（
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
へ
の
攻

撃
も
伝
え
ら
れ
、
国
連
報
告

断
固
抗
議
を
す
る
と
と
も

に
、
撤
回
を
求
め
る
。

　

南
ス
ー
ダ
ン
は
、
２
０
１

１
年
に
ス
ー
ダ
ン
か
ら
独
立

し
た
が
、
13
年
末
よ
り
内
戦

状
態
に
突
入
し
た
。
15
年
８

月
に
和
平
協
定
が
合
意
さ

容
認
す
る
任
務
を
付
与
す
れ

ば
、
政
府
軍
と
の
交
戦
も
予

想
さ
れ
、
憲
法
が
禁
じ
る

「
海
外
で
の
交
戦
」
に
つ
な

が
り
か
ね
な
い
。

　

今
回
の
閣
議
決
定
は
、
昨

年
９
月
に
成
立
し
た
「
安
全

保
障
関
連
法
」（
安
保
法

書
は
「
和
平
合
意
は
崩
壊
し

た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

自
衛
隊
派
兵
の
前
提
と
な

る
「
Ｐ
Ｋ
Ｏ
参
加
５
原
則
」

が
す
で
に
成
立
し
な
い
状
況

に
陥
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
状
況
下
で
、
武
器
使
用
を

加
え
る
べ
き
だ
と
思
わ
な

い
」
が
56
・
９
％
（「
思

う
」
27
・
０
％
）
と
、
国
民

の
多
数
は
反
対
の
意
思
を
示

し
て
い
る
。
政
府
の
目
的
が

安
保
法
制
運
用
の
既
成
事
実

作
り
な
ら
ば
、
言
語
道
断
と

い
う
ほ
か
な
い
。

制
）
が
発
動
さ
れ
る
初
め
て

の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
安
保
法

が
、
多
数
の
憲
法
学
者
が

「
憲
法
違
反
」
と
警
鐘
を
な

ら
し
、
か
つ
て
な
い
規
模
の

国
民
的
反
対
運
動
が
起
こ
る

中
、
強
行
さ
れ
た
法
で
あ
る

こ
と
は
記
憶
に
新
し

い
。

　

10
月
23
日
に
行
わ

れ
た
日
本
テ
レ
ビ
の

世
論
調
査
で
も
「
駆

け
つ
け
警
護
」
な
ど

の
新
任
務
を
「
付
け

　

今
日
、
南
ス
ー
ダ
ン
の
み

な
ら
ず
、
世
界
各
地
で
紛
争

が
多
発
し
て
お
り
、
住
民
が

犠
牲
に
な
っ
て
い
る
。
痛
ま

し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
武
力

で
紛
争
が
解
決
し
な
い
こ
と

は
、
イ
ラ
ク
や
シ
リ
ア
の
例

を
み
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

真
に
国
際
貢
献
を
言
う
な
ら

ば
、
今
こ
そ
憲
法
９
条
に
の

っ
と
っ
た
貢
献
を
す
べ
き
で

あ
る
。
衣
食
住
、
医
療
な
ど

の
民
生
支
援
や
、
紛
争
当
事

者
間
の
対
話
の
た
め
の
外
交

努
力
な
ど
で
あ
る
。

　

貧
困
を
な
く
し
、
教
育
を

高
め
、
話
し
合
い
の
ル
ー
ル

を
作
る
こ
と
で
し
か
真
の
平

和
は
実
現
し
な
い
。
平
和
憲

法
を
持
つ
日
本
だ
か
ら
こ

そ
、
そ
の
役
割
は
大
き
い
は

ず
だ
。

し
、
血
を
補
う
こ

と
で
シ
ェ
ー
グ
レ

ン
症
候
群
の
ド
ラ

イ
ア
イ
を
改
善
し

た
り
、
血
行
を
促

進
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
冷
え
を
改
善

し
た
り
す
る
効
果

が
あ
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

成
人
ま
で
は
で

き
て
お
ら
ず
、

今
後
は
記
憶
に

頼
る
の
で
は
な

く
実
際
に
確
認

し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
し

た
。

　

ワ
ク
チ
ン
は

疾
患
予
防
の
た

も
ら
わ
れ
た
の

は
何
よ
り
だ
っ

た
。

　

最
後
に
案
内

さ
れ
た
の
は
大

福
寺
、
維
新
直

後
に
医
学
伝
習

所
（
大
阪
大
学

医
学
部
の
前

身
）
が
お
か
れ

た
寺
だ
。
父
か

ら
曾
祖
父
が
こ

こ
で
勉
強
し
て

い
た
と
聞
い
て

　

現
在
日
本
は
超
高
齢
化
社
会

に
突
入
し
て
き
て
い
ま
す
が
、

演
者
の
乾
先
生
に
よ
る
と
、
高

齢
者
の
多
く
は
フ
レ
イ
ル
（
虚

弱
状
態
）
を
経
て
要
介
護
状
態

に
な
る
こ
と
が
多
く
、
こ
の
フ

レ
イ
ル
を
治
療
対
象
と
し
て
平

均
寿
命
と
健
康
寿
命
の
差
を
な

る
べ
く
縮
小
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
の
こ
と
。

　

そ
し
て
フ
レ
イ
ル
の
中
心
は

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
で
あ
り
、
こ
れ

に
対
し
て
は
グ
レ
リ
ン
と
い
う

ホ
ル
モ
ン
が
食
欲
増
加
と
Ｇ
Ｈ

（
成
長
ホ
ル
モ
ン
）
を
介
し
て

筋
力
増
強
に
働
き
、
近
い
将
来

こ
の
補
充
療
法
が
行
わ
れ
る
か

も
し
れ
な
い
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

フ
レ
イ
ル
に
は
そ
の
他
に

も
、
疲
れ
や
す
さ
や
活
動
性
の

低
下
な
ど
も
含
ま
れ
、
例
え
て

言
え
ば
糖
尿
病
や
高
血
圧
に
対

す
る
生
活
習
慣
病
の
よ
う
な
も

の
で
包
括
的
な
概
念
で
あ
り
、

こ
れ
に
対
す
る
治
療
と
し
て
は

漢
方
薬
が
有
効
で
あ
ろ
う
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

　

中
で
も
先
生
が
深
く
研
究
さ

れ
て
い
る
人
参
養
栄
湯
に
つ
い

て
、
た
く
さ
ん
の
デ
ー
タ
を
も

と
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
人
参
養
栄
湯
は
漢
方
的
に

み
る
と
気
血
を
補
う
薬
で
あ

り
、
人
参
を
中
心
と
し
て
気
を

補
う
こ
と
で
倦
怠
感
を
改
善

　

ま
た
こ
の
薬
に
は
遠
志
（
お

ん
じ
）
と
い
う
生
薬
が
含
ま
れ

て
お
り
、
こ
れ
が
認
知
症
の
改

善
に
有
効
で
あ
る
と
い
う
デ
ー

タ
も
出
て
き
て
い
る
と
の
こ
と

で
、
こ
の
薬
が
心
身
と
も
に
健

康
に
過
ご
す
た
め
に
期
待
の
持

て
る
薬
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て

　

北
播
支
部
は
11
月
５
日
、
小

野
市
・
加
東
市
医
師
会
館
で

「
予
防
接
種　

最
近
の
話
題
〜

整
理
し
て
お
き
た
い
ワ
ク
チ
ン

の
留
意
点
」
を
テ
ー
マ
に
緊
急

学
習
会
・
交
流
会
を
開
催
。
岡

藤
小
児
科
医
院
（
姫
路
市
） 

副

院
長
の
岡
藤
隆
夫
先
生
が
講
演

し
、
20
人
が
参
加
し
た
。
三
宅

岳
先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

こ
の
た
び
は
岡
藤
先
生
か
ら

予
防
接
種
の
基
本
を
学
ば
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

常
日
頃
は
診
察
室
で
、
小
児

か
ら
高
齢
者
ま
で
予
防
接
種
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

予
防
接
種
は
個
人
免
疫
と
集

団
免
疫
の
獲
得
が
目
的
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
集
団
免
疫
の
重

要
性
を
、
日
常
臨
床
で
は
忘
れ

が
ち
に
な
り
ま
す
が
、
集
団
免

疫
率
と
流
行
の
関
係
性
に
つ
い

て
疾
患
別
に
提
示
し
て
い
た
だ

い
て
、
理
解
が
深
ま
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、「
記
憶
に
頼
ら
ず
母

子
健
康
手
帳
で
必
ず
接
種
歴
を

確
認
す
る
こ
と
」
を
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
当
院
で
は
小
児

は
必
ず
確
認
し
て
い
ま
す
が
、

　

尼
崎
支
部
は
11
月
５
日
、
文

化
企
画
と
し
て
「
真
田
丸
ウ
ォ

ー
ク
」
を
開
催
。
会
員
・
家
族

ら
14
人
が
参
加
し
、
興
徳
寺
や

心
眼
寺
な
ど
、
大
河
ド
ラ
マ

「
真
田
丸
」
の
主
人
公
・
真
田

幸
村
（
信
繁
）
ゆ
か
り
の
地

を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

案
内
の
も
と
歩
い
た
。
西
村
正

先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

歴
史
大
好
き
な
当
院
の
患
者

Ｎ
氏
と
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
真
田
丸
（
※
）
は
玉
造
付

近
と
聞
い
て
い
た
が
、
実
際
に

歩
く
と
小
高
い
丘
の
最
高
点
に

あ
り
、
な
る
ほ
ど
戦
略
上
の
要

所
と
分
か
る
。
大
昔
、
上
町
台

地
は
海
に
突
き
出
た
半
島
だ
っ

た
と
の
こ
と
。
何
回
も
高
低
差

を
感
じ
な
が
ら
歩
く
と
、
こ
の

台
地
の
複
雑
さ
が
よ
く
分
か

る
。
単
一
な
大
阪
平
野
の
イ
メ

ー
ジ
が
見
事
に
ひ
っ
く
り
返
っ

た
。
こ
の
台
地
は
織
田
作
之
助

や
井
原
西
鶴
の
墓
な
ど
、
隠
れ

ス
ポ
ッ
ト
の
宝
庫
だ
。

　

後
期
高
齢
者
の
ガ
イ
ド
氏
の

博
学
と
健
脚
に
、
同
世
代
の
Ｎ

氏
は
い
た
く
感
激
。「
よ
し
、

俺
も
あ
の
よ
う
に
」
と
元
気
を

い
た
の
で
、
感
激
も
ひ
と
し

お
。

　

ガ
イ
ド
氏
が
卒
業
写
真
を
見

せ
て
く
れ
た
。
サ
ム
ラ
イ
姿
の

男
た
ち
に
混
じ
っ
て
、
丸
髷
の

娘
が
写
っ
て
い
る
。
八
木
秀
満

支
部
長
に
よ
る
と
、
シ
ー
ボ
ル

ト
の
孫
タ
カ
と
の
こ
と
。
日
独

の
ク
ォ
ー
タ
ー
で
す
ご
い
美
人

だ
。
私
の
ひ
い
じ
い
さ
ん
か
ら

わ
ず
か
４
〜
５
人
目
に
立
っ
て

い
る
。
こ
の
時
、
彼
が
も
っ
と

ア
タ
ッ
ク
し
て
く
れ
て
い
れ

ば
、
私
は
イ
ケ
メ
ン
だ
っ
た
か

も
？
と
良
か
ら
ぬ
こ
と
を
考
え

た
、
楽
し
い
一
日
だ
っ
た
。

　

八
木
支
部
長
と
事
務
局
の
皆

さ
ま
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

 

【
尼
崎
市　

西
村　

正
】

※
１
６
１
４
年
、
徳
川
家
康
が

大
坂
城
を
攻
め
た
「
大
坂
冬
の

陣
」
の
際
、
真
田
幸
村
が
築
い

た
大
坂
城
の
出
城

め
に
接
種
を
行
い
ま
す
の
で
、

神
経
損
傷
や
障
害
、
過
誤
接
種

を
生
じ
る
こ
と
は
絶
対
避
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
接
種
手

技
に
つ
い
て
、
過
誤
接
種
事
例

お
よ
び
対
策
、
有
害
事
象
の
報

告
方
法
、
ワ
ク
チ
ン
の
保
管
方

法
に
関
し
て
は
て
い
ね
い
に
時

間
を
か
け
て
ご
説
明
の
上
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
（
過
誤
接
種
の
な

い
診
療
所
）
も
提
供
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

世
界
中
に
は
多
く
の
感
染
症

が
存
在
し
ま
す
。
そ
の
中
で
も

多
数
の
感
染
症
は
い
ま
だ
予
防

接
種
が
開
発
さ
れ
て
お
ら
ず
、

多
く
の
方
が
命
を
奪
わ
れ
て
い

ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
で
防
げ
る
病

気
（
Ｖ
Ｐ
Ｄ
）
が
あ
る
こ
と
、

接
種
し
な
け
れ
ば
疾
患
が
予
防

で
き
な
い
事
実
を
地
域
に
伝

え
、
理
解
を
得
る
こ
と
が
、
か

か
り
つ
け
医
に
求
め
ら
れ
て
い

る
大
切
な
こ
と
で
あ
る
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。

 

【
多
可
郡　

三
宅　

岳
】

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
も
日
々
漢
方
を
専
門
に
診

療
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
が
、

人
参
養
栄
湯
を
も
う
一
度
見
直

し
て
み
る
い
い
機
会
に
な
り
ま

し
た
。

 

【
東
灘
区　

伊
賀　

文
彦
】

神戸支部　総会・記念講演神戸支部　総会・記念講演

フレイルの治療に
有効な漢方薬とは

感
想
文

人参養栄湯の効果について
詳しく解説する乾教授　　

ウォークを終え、参加者で記念撮影。
真田幸村ゆかりの大阪を歩いた 　　

北
播
支
部　

学
習
会
・
交
流
会

北
播
支
部　

学
習
会
・
交
流
会

感 想 文

予
防
接
種
の

エ
ッ
セ
ン
ス
を
学
ぶ

尼崎支部　文化企画尼崎支部　文化企画

三次元「真田丸」
ウォークのサプライズ

感
想
文

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
注
意
点
な
ど
を　

分
か
り
や
す
く
説
明
し
た
岡
藤
先
生

駆
け
つ
け
警
護
付
与
に

反
対
す
る

南スーダンPKO

お申し込みは、☎078－393－1801まで

日　時　12月３日（土）15時～
会　場　加古川プラザホテル
記念講演　 認知症の方を精神病院入院からまもる

緩和医療「コウノメソッド」について
講　師　はやしやまクリニック希望の家
　　　　院長　梁勝則先生
　　　　※終了後、懇親会（無料）

■加古川・高砂支部■第35回支部総会
日　時　12月３日（土）18時30分～
会　場　南あわじ市・松葉寿司
テーマ　 雇用管理の基本と留意点
　　　　 ～その時間管理、あっていますか？
講　師　桂好志郎社会保険労務士
参加費　5000円（飲食付）

■淡路支部■会員懇談会

日　時　12月３日（土）15時～
会　場　協会５階会議室
テーマ　 新時代の糖尿病治療～糖尿病治療薬を

どう選択し、どう組み合わせるのか？
講　師　 神戸大学糖尿病・内分泌内科
　　　　特定助教　岡田裕子先生

■神戸支部■医科・歯科連携研究会 日　時　12月10日（土）18時30分～
会　場　明石市・ShipShape（定員50人）
参加費　 大人4000円（飲み放題付）
　　　　中学生まで2000円
※ フレンチ＆イタリアンのコースを味わいながら、
テーブルマジックやビンゴゲームを楽しみます

■明石支部■クリスマスパーティー
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制度継続を求める署名に制度継続を求める署名に
　　　　　　　　　ご協力ください　　　　　　　　　ご協力ください

か強診・歯科技工問題のか強診・歯科技工問題の
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院
長
先
生
を
夫
に
持
つ
み
な
さ
ま
の
た
め
の
懇
談
会

院
長
先
生
を
夫
に
持
つ
み
な
さ
ま
の
た
め
の
懇
談
会

感 想 文

か
つ
て
よ
り

さ
ら
に
厳
し
い
医
学
部
受
験

坂口評議員が、「か強診」は
歯科医療機関の差別化を招
くと批判した　　　　　　

全国から162人が参加し、活発な意見が交わされた

今年度の医学部医学科の入試傾向を
解説する中央受験センター講師陣　

先
輩
た
ち
の

ア
ド
バ
イ
ス
に
感
謝

▶
署
名
用
紙

　

10
月
27
日
の
「
院
長
先
生
を

夫
に
持
つ
み
な
さ
ま
の
た
め
の

懇
談
会
」（
報
道
１
面
）
に
参

加
し
た
、
尼
崎
市
・
ひ
の
う
え

皮
フ
形
成
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

樋
上
佳
絵
氏
の
感
想
を
紹
介
す

る
。

　

講
師
と
し
て
お
話
し
く
だ
さ

っ
た
永
野
光
さ
ん
の
接
遇
の
セ

ミ
ナ
ー
に
、
９
月
に
出
席
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
ば
か
り
で
す

が
、
今
回
、
協
会
で
院
長
夫
人

と
し
て
の
お
話
が
聞
け
る
と
の

こ
と
で
、
ぜ
ひ
伺
い
た
い
と
思

い
、
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

　

私
の
主
人
の
開
業
は
始
ま
っ

た
ば
か
り
で
、
現
在
８
カ
月
に

な
り
ま
す
が
日
々
悩
み
な
が
ら

過
ご
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
懇

談
会
で
は
、
永
野
さ
ん
が
永
野

整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
ご
苦

労
な
さ
っ
た
こ
と
を
包
み
隠
さ

ず
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
へ
の
関
わ

り
方
で
と
て
も
素
敵
な
工
夫
を

さ
れ
て
お
り
、
本
当
に
努
力
を

さ
れ
て
い
る
の
を
感
じ
、
私
も

見
習
い
た
い
と
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。

　

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
討
議
も
設

け
ら
れ
て
お
り
、
５
〜
６
人
の

院
長
の
奥
さ
ま
の
お
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
奥
さ
ま
が
い
ろ
い
ろ
な
経

験
を
お
持
ち
で
、
ど
の
よ
う
に

対
処
し
、
進
め
て
い
る
か
を
く

わ
し
く
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
私
か
ら
お
尋
ね
し

た
こ
と
も
、
て
い
ね
い
に
教
え

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

私
が
感
じ
て
い
る
院
長
夫
人

業
は
、
黙
々
と

ス
ト
レ
ス
に
耐

え
な
が
ら
自
分

自
身
が
正
し
く

振
る
舞
え
る
よ

う
に
、
と
心
が

け
て
い
る
の
で

す
が
、
理
不
尽

に
思
う
こ
と
も

多
々
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な

中
、
こ
の
よ
う

な
機
会
を
設
け

て
く
だ
さ
っ
た

保
険
医
協
会
さ

ん
、
永
野
光
さ

　

協
会
は
10
月
16
日
、
受
験
対

策
セ
ミ
ナ
ー
を
協
会
会
議
室
で

開
催
。
中
央
受
験
セ
ン
タ
ー
／

医
匠
塾
の
講
師
陣
が
「
医
学
部

・
歯
学
部
受
験
対
策
と
難
関
中

学
受
験
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

し
、
会
員
・
家
族
ら
17
人
が
参

加
し
た
。
畠
中
輝
昭
先
生
の
感

想
を
紹
介
す
る
。

　

ま
だ
私
の
息
子
は
受
験
生
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
の
参

考
の
た
め
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
初
め
に
、
２
０
１
６
年

度
国
公
立
大
学
医
学
部
医
学
科

入
試
結
果
に
つ
い
て
の
解
説
が

あ
り
ま
し
た
。
合
格
の
目
安
と

さ
れ
る
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
は
、

セ
ン
タ
ー
試
験
で
は
85
〜
90
％

の
ゾ
ー
ン
に
集
中
し
て
お
り
、

２
次
試
験
で
は
65
〜
70
の
ゾ
ー

ン
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
実
際
の
入
試
で
は
、
セ
ン
タ

ー
試
験
自
己
採
点
85
％
、
２
次

偏
差
値
が
65
で
あ
っ
て
も
合
格

は
難
し
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
は
医
学
科
の
定
員
が
少

な
い
こ
と
、
ま
た
志
願
倍
率
が

５
〜
６
倍
か
ら
10
倍
程
度
と
高

倍
率
に
な
る
こ
と
が
多
い
た

め
、
合
格
最
低
点
が
合

格
平
均
点
に
近
い
レ
ベ

ル
ま
で
上
が
る
た
め
で

す
。
そ
の
結
果
、
ボ
ー

ダ
ー
ラ
イ
ン
上
の
志
願

者
の
多
く
が
不
合
格
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
医
学
科
合
格

を
確
実
に
す
る
た
め
に

は
、〝
ボ
ー
ダ
ー
プ
ラ

ス
５
〞
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ

ン
の
目
安
に
対
し
て
、

〝
ボ
ー
ダ
ー
プ
ラ
ス

　

神
戸
市
の
３
世
帯
に
１
世

帯
、
４
人
に
１
人
は
、
国
民
健

康
保
険
で
す
が
、
保
険
料
が
高

す
ぎ
る
た
め
保
険
料
を
滞
納
し

た
り
、
受
診
を
ひ
か
え
た
り
す

る
な
ど
の
事
態
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　

神
戸
市
は
現
在
、
保
険
料
を

算
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、
配
偶

者
や
扶
養
家
族
、
障
害
者
や
寡

婦
（
夫
）
な
ど
に
つ
い
て
は
、

所
得
か
ら
一
定
額
を
控
除
す
る

措
置
を
行
っ
て
お
り
、
加
入
者

の
保
険
料
が
少
し
で
も
低
く
な

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
２
０
１
８
年
に
予

定
さ
れ
て
い
る
「
国
民
健
康
保

険
の
都
道
府
県
単
位
化
」
に
と

も
な
い
、
こ
の
独
自
控
除
を
廃

止
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
も

し
、
こ
れ
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、

今
で
も
高
い
国
保
料
の
い
っ
そ

う
の
値
上
げ
に
な
る
こ
と
は
明

ら
か
で
す
。

　

し
か
し
、
県
単
位
化
さ
れ
た

あ
と
も
保
険
料
を
決
定
す
る
の

は
市
町
の
権
限
に
な
っ
て
い
ま

す
。
神
戸
市
が
そ
の
気
に
な
れ

ば
、
独
自
控
除
制
度
を
継
続
す

る
こ
と
は
可
能
で
す
。
高
い
保

険
料
の
最
大
の
原
因
は
、
か
つ

て
50
％
だ
っ
た
国
庫
負
担
を
25

％
に
減
ら
し
た
こ
と
で
す
が
、

神
戸
市
の
努
力
で
一
定
の
保
険

料
を
引
き
下
げ
る
こ
と
は
で
き

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
当
会
も
加
入
す
る

社
会
保
障
推
進
協
議
会
・
神
戸

市
協
議
会
は
、
国
民
健
康
保
険

の
改
善
を
求
め
る
署
名
（
上
）

を
集
め
る
こ
と
を
決
め
ま
し

た
。
必
要
な
医
療
が
安
心
し
て

受
け
ら
れ
、
誰
も
が
払
え
る
保

険
料
に
引
き
下
げ
へ
、
国
保
制

度
の
改
善
を
求
め
る
神
戸
市
長

へ
の
署
名
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
神
戸
支
部
会
員
の
先
生
方

に
、
11
月
中
に
署
名
用
紙
を
郵

送
し
ま
す
。
12
月
20
日
ま
で
を

第
１
次
、
２
０
１
７
年
２
月
末

ま
で
を
第
２
次
締
め
切
り
と
し

て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
・

署
名
用
紙
の
注
文
は
、
☎
078
―

393
―
１
８
０
７
ま
で
。

５
〞
つ
ま
り
セ
ン
タ
ー
試
験
90

％
で
２
次
偏
差
値
65
、
ま
た
は

セ
ン
タ
ー
試
験
85
％
で
２
次
偏

差
値
70
が
目
安
で
す
。

　

次
に
、
２
０
１
６
年
度
私
立

大
学
医
学
部
医
学
科
入
試
結
果

に
つ
い
て
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

私
立
大
学
に
お
い
て
も
正
規
合

格
の
ハ
ー
ド
ル
は
非
常
に
高

く
、
合
格
す
る
受
験
者
は
受
験

す
る
大
学
に
す
べ
て
合
格
し
、

受
か
ら
な
い
受
験
者
は
す
べ
て

の
受
験
校
で
不
合
格
と
な
る
と

い
う
二
極
化
が
生
じ
て
い
る
よ

う
で
す
。

　

私
が
医
学
部
を
受
験
し
た
こ

ろ
と
は
ず
い
ぶ
ん
様
相
が
変
わ

っ
て
き
て
い
ま
す
。
私
も
大
学

受
験
で
は
非
常
に
苦
労
し
た
記

憶
が
あ
り
ま
す
が
、
現
在
は
比

べ
よ
う
が
な
い
ほ
ど
厳
し
く
な

っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

 

【
尼
崎
市　

畠
中　

輝
昭
】

受
験
対
策
セ
ミ
ナ
ー

受
験
対
策
セ
ミ
ナ
ー

神戸市が独自の国保料軽減措置を廃止予定

神戸支部長　　田中　孝明

日　時　12月17日（土）14時30分～17時　会　場　協会６階会議室
講　師　坂本麻生税理士　参加費　１人3000円（医経研会員は無料）

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1817 有本まで

●医院経営研究会 12月例会

医療法人の運営と税務の留意点医療法人の運営と税務の留意点

　

保
団
連
は
第
14
回
歯
科
全
国

交
流
集
会
を
10
月
30
日
、
東
京

都
内
で
開
催
し
、
全
国
か
ら
歯

科
医
師
、
医
師
ら
１
６
２
人
が

参
加
。
兵
庫
協
会
か
ら
は
加
藤

擁
一
・
武
村
義
人
両
副
理
事

長
、
鈴
田
明
彦
理
事
、
坂
口
智

計
評
議
員
ら
が
出
席
し
た
。

　

歯
科
全
国
交
流
集
会
は
、
直

面
す
る
歯
科
医
療
問
題
に
つ
い

て
、
全
国
の
英
知
を
集
め
、
討

議
し
よ
う
と
２
年
に
１
度
開
催

さ
れ
て
い
る
も
の
。
秋
か
ら
来

年
に
む
け
て
次
回
改
定
を
は
じ

め
、
今
後
の
歯
科
医
療
改
善
の

大
き
な
運
動
を
つ
く
る
た
め
の

課
題
・
対
策
等
を
明
確
に
し
、

診
」）
の
評
価
・
対
応
」、
②

「
補
綴
を
守
り
、
技
工
技
術
料

を
引
き
上
げ
る
運
動
の
今
後
」

と
し
、
全
国
の
協
会
・
医
会
か

ら
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ

た
。

　

討
論
の
中
で
坂
口
評
議
員
が

兵
庫
協
会
の
見
解
を
発
言
。

「
か
強
診
」
に
つ
い
て
、
不
合

理
な
施
設
基
準
で
歯
科
医
療
機

関
の
差
別
化
を
招
く
な
ど
、

「
地
域
医
療
に
新
た
な
分
断
と

混
乱
を
も
た
ら
す
」
と
指
摘
。

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
施
設
基
準
要

件
を
撤
廃
し
、
全
て
の
歯
科
医

療
機
関
が
新
設
点
数
を
算
定
で

き
る
よ
う
、
改
善
を
求
め
て
い

く
必
要
性
を
強
調
し
た
。　

　

「
歯
科
技
工
問
題
」
に
つ
い

て
は
、
こ
の
間
の
「
保
険
で
よ

り
良
い
歯
科
医
療
を
」
兵
庫
連

絡
会
の
取
り
組
み
を
紹
介
。
歯

科
技
工
士
と
歯
科
医
師
が
一
致

し
て
、
診
療
報
酬
引
き
上
げ
を

求
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
の

一
致
点
で
、
①
労
働
実
態
と
原

価
計
算
を
リ
ン
ク
さ
せ
た
歯
科

技
工
物
の
保
険
点
数
の
設
定
、

②
歯
科
技
工
物
の
外
注
取
引
に

つ
い
て
他
業
種
を
参
考
に
ル
ー

ル
化
す
る
こ
と
、
な
ど
を
国
に

求
め
て
い
る
と
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
か
強
診
は

歯
科
医
療
機
関
の
選
別
を
も
た

ら
す
」「
か
強
診
の
施
設
基
準

の
撤
廃
を
」「
技
工
問
題
で
踏

み
込
ん
だ
提
案
を
」
な
ど
、
現

状
打
開
へ
の
意
見
が
多
数
出
さ

れ
た
。

　

最
後
に
、
参
加
者
全
員
で

「
保
険
適
用
範
囲
拡
大
」「
技

術
料
引
き
上
げ
」「
歯
科
医
療

費
の
総
枠
拡
大
」「
患
者
負
担

の
軽
減
」
な
ど
を
求
め
る
決
議

を
採
択
し
た
。

推
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い

る
。

　

討
論
の
主
要
テ

ー
マ
を
、
①
「
か

か
り
つ
け
歯
科
医

機
能
強
化
型
歯
科

診
療
所
（「
か
強

保団連　歯科全国交流集会感 想 文

少人数のグループに分かれての意見交換が
大いに盛り上がった　　　　　　　　　　

ん
、
グ
ル
ー
プ
で
お
話
し
し
て

く
だ
さ
っ
た
先
輩
方
に
心
か
ら

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

【
尼
崎
市
・
ひ
の
う
え
皮
フ
形

成
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

 

　

樋
上　

佳
絵
】
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原
発
ゼ
ロ
フ
ォ
ー
ラ
ム

共済の今日と未来を考える兵庫懇話会 －結成９周年第10回総会講演会－

TPP協定と私たちの暮らしTPP協定と私たちの暮らし
－各国の批准状況と日本の〈現在〉－－各国の批准状況と日本の〈現在〉－

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1805まで

日　時　12月10日（土）17時～　　　会　場　協会５階会議室
講　師　アジア太平洋資料センター（PARC）共同代表　内田　聖子氏

　TPPで私たちの暮らしはどう変わるのでしょうか？　各国の批准状況は
どうなっているのでしょうか？　TPP等自由貿易・投資協定のウォッチや
調査、政府や国際機関への提言活動を行っている内田氏に分かりやすくお
話いただきます。ぜひご参加ください。

　

薬
科
部
は
11
月
５
日
、
協
会

会
議
室
で
研
究
会
を
開
催
。

「
高
齢
者
薬
物
療
法
の
適
正
化

〜
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
解
消
に

む
け
て
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
東

京
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科

加
齢
医
学
講
座
の
秋
下
雅
弘
教

授
が
講
演
し
、
医
師
・
歯
科
医

師
、
薬
剤
師
ら
77
人
が
参
加
し

た
。
薬
剤
師
の
小
林
淳
子
氏
の

感
想
を
紹
介
す
る
。

　

秋
下
先
生
は
75
歳
以
上
の
後

期
高
齢
者
薬
物
療
法
の
基
本
的

考
え
方
と
、
そ
の
中
で
の
薬
剤

師
の
役
割
に
つ
い
て
、
分
か
り

や
す
く
説
明
し
て
く
だ
さ
っ

た
。

　

高
齢
者
の
多
剤
併
用

（Polypharm
acy

）
に
関
し
て

は
一
般
に
、
５
〜
６
種
類
ま
で

と
い
わ
れ
て
い
る
が
数
は
一
つ

の
目
安
で
あ
り
、
本
質
的
に
は

そ
の
中
身
が
重
要
で
「
複
数
の

薬
剤
を
併
用
し
て
い
て
問
題
が

あ
る
場
合
」
をPolypharm

acy

と
考
え
て
い
く
べ
き
だ
、
と
力

説
さ
れ
た
。

　

個
々
人
の
病
態
と
生
活
機

能
、
環
境
、
意
思
等
を
考
慮
し

て
個
別
に
、
し
か
も
包
括
的
に

考
え
た
治
療
や
、
薬
剤
選
択
の

必
要
が
あ
る
。
高
齢
者
で
薬
物

有
害
事
象
が
増
加
す
る
要
因

は
、「
疾
患
上
の
要
因
」「
機
能

会
だ
っ
た
。

　

末
尾
に
な
り
ま
し
た
が
学
会

の
合
間
を
調
整
さ
れ
て
、
講
演

に
来
て
く
だ
さ
っ
た
秋
下
先
生

　

「
原
発
ゼ
ロ
社
会
へ
の
道　

第
３
回
兵
庫
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が

11
月
６
日
、
中
央
区
内
で
開
催

さ
れ
、
約
１
５
０
人
が
集
ま
っ

た
。
協
会
か
ら
、
武
村
義
人
・

森
岡
芳
雄
両
副
理
事
長
が
参
加

し
た
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

県
下
の
脱
原
発
を
求
め
る
グ
ル

ー
プ
が
実
行
委
員
会
を
つ
く

り
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
も

て
、
青
森
県
保
険
医
協
会
の
前

会
長
で
あ
る
大
竹
進
先
生
と
、

原
子
力
資
料
情
報
室
共
同
代
表

の
伴
英
幸
氏
の
２
人
が
講
演
し

た
。

　

な
く
そ
う
原
発
・
核
燃
あ
お

も
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
共
同
代
表

を
務
め
る
大
竹
先
生
は
、「
青

森
か
ら
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
を
止

め
る
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。

　

青
森
県
六
ヶ
所
村
で
は
、
核

燃
料
サ
イ
ク
ル
に
お
い
て
重
要

な
役
割
を
果
た
す
再
処
理
工
場

の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
再
処
理
で
発
生
す
る
高
レ

ベ
ル
廃
棄
物
の
危
険
性
や
、
経

済
性
の
な
さ
、
軍
事
利
用
の
可

能
性
な
ど
か
ら
中
止
す
べ
き
で

あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
原
発
・

核
燃
サ
イ
ク
ル
を
止
め
よ
う
と

２
０
１
５
年
の
県
知
事
選
挙
に

立
候
補
し
た
と
し
、
原
発
立
地

県
で
あ
る
鹿
児
島
県
・
新
潟
県

で
脱
原
発
派
の
知
事
が
誕
生
し

て
お
り
、
青
森
県
で
も
知
事
が

変
わ
れ
ば
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
を

止
め
ら
れ
る
と
強
調
し
た
。
ま

た
、
原
発
に
代
わ
る
産
業
育
成

や
地
域
の
活
性
化
が
大
切
と
し

て
、
自
身
が
取
り
組
ん
で
い
る

無
医
村
を
解
消
す
る
た
め
の

「
佐
井
村
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

つ
い
て
紹
介
し
た
。

　

伴
氏
は
、「
も
ん
じ
ゅ
は
廃

炉
に
す
る
し
か
な
い
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
。
核
燃
料
サ
イ
ク
ル

の
中
核
と
さ
れ
て
い
た
高
速
増

殖
原
型
炉
「
も
ん
じ
ゅ
」
に
つ

い
て
、
１
９
８
５
年
に
建
設
着

工
以
来
、
95
年
の
ナ
ト
リ
ウ
ム

漏
れ
火
災
事
故
を
は
じ
め
と
す

る
事
故
や
点
検
漏
れ
が
相
次
い

で
い
る
と
し
、
設
備
と
組
織
の

劣
化
は
深
刻
で
、
政
府
も
廃
炉

は
や
む
を
得
な
い
と
見
て
い
る

と
紹
介
。
政
府
は
、
も
ん
じ
ゅ

を
廃
炉
に
し
て
も
あ
く
ま
で
核

燃
料
サ
イ
ク
ル
推
進
に
固
執
し

て
い
る
が
、
代
替
案
も
実
用
化

の
め
ど
が
立
つ
よ
う
な
も
の
で

は
な
く
、
サ
イ
ク
ル
破
綻
は
必

至
と
述
べ
た
。

の
。
協
会
も
実
行

委
員
会
か
ら
の
要

請
を
受
け
、
協
力

し
て
い
る
。

　

今
年
は
「
ま

ず
、
も
ん
じ
ゅ
廃

炉
か
ら
と
り
か
か

ろ
う
！　

核
燃
料

サ
イ
ク
ル
全
廃
に

向
け
て
」
と
題
し

に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

【
尼
崎
市
・
薬
剤
師

 

小
林　

淳
子
】

上
の
要
因
」「
社

会
的
要
因
」
が
絡

み
合
っ
て
い
る
。

　

日
本
老
年
医
学

会
が
10
年
ぶ
り
に

改
訂
し
た
「
高
齢

者
の
安
全
な
薬
物

療
法
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
２
０
１
５
」
の

記
載
項
目
の
中
か

ら
、

・
特
に
慎
重
な
投

与
を
要
す
る
薬
物

の
リ
ス
ト
（
75
歳

以
上
の
高
齢
者
と 

75
歳
未
満
で
も
フ

レ
イ
ル
〜
要
介
護
状
態
の
高
齢

者
を
対
象
）

・
開
始
を
考
慮
す
べ
き
薬
物
の

リ
ス
ト

・
薬
剤
師
の
役
割

・
高
齢
者
の
処
方
適
正
化
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
ツ
ー
ル

　

に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
、
こ
れ

ら
を
活
用
し
て
の
、
薬
剤
師
の

服
薬
管
理
や
、
有
害
事
象
回
避

へ
の
考
え
方
も
例
を
挙
げ
な
が

ら
、
分
か
り
や
す
く
教
示
し
て

く
だ
さ
っ
た
。

　

重
ね
て
、
高
齢
者
の
薬
物
療

法
の
適
正
化
を
考
慮
す
る
に

は
、
患
者
、
個
々
人
の
「
一
元

管
理
の
重
要
性
」
と
、「
医

師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
等
の
多

職
種
連
携
で
の
情
報
共
有
の
必

要
性
」
が
大
事
だ
と
強
調
さ
れ

た
。

　

そ
の
他
、
高
齢
者
の
食
事
、

排
泄
、
睡
眠
等
生
活
支
援
、
サ

ル
コ
ぺ
ニ
ア
、「
指
輪
っ
か
」

テ
ス
ト
、
フ
レ
イ
ル
、
な
ど
、

盛
り
だ
く
さ
ん
で
…
実
践
に
役

立
つ
、
非
常
に
有
意
義
な
講
演

　協会は11月12日、TPP承認案・関連法案の衆議院本会議での強行採決
に対し、下記の抗議文を第1048回理事会で承認し、関係機関に送付した。

　

日
本
政
府
が
国
連
総
会
で
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
交
渉
開
始

決
議
に
反
対
し
た
こ
と
を
受
け
、
協
会
は
11
月
12
日
の
第
１
０

４
８
回
理
事
会
で
、
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
と
岸
田
文
雄
外

務
大
臣
宛
て
の
抗
議
文
を
承
認
し
、
関
係
機
関
に
送
付
し
た
。

全
文
を
掲
載
す
る
。

　

日
本
政
府
は
10
月
27
日
、
国

連
総
会
第
一
委
員
会
に
提
出
さ

れ
た
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
の

交
渉
開
始
決
議
に
、
反
対
の
立

場
を
表
明
し
た
。
唯
一
の
戦
争

被
爆
国
の
政
府
と
し
て
許
さ
れ

ざ
る
行
為
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ

は
断
固
抗
議
す
る
。

　

こ
の
決
議
は
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
や
メ
キ
シ
コ
な
ど
の
55
カ
国

以
上
の
国
々
が
国
連
総
会
第
一

委
員
会
に
共
同
提
出
し
た
も
の

で
、
最
終
的
に
は
１
２
３
カ
国

の
賛
成
で
採
択
さ
れ
た
。
同
決

議
は
、
２
０
１
７
年
に
、
核
兵

器
を
法
的
に
禁
止
し
核
兵
器
の

完
全
廃
棄
に
至
る
条
約
の
交
渉

を
行
う
会
議
を
開
く
こ
と
を
求

め
て
お
り
、
核
兵
器
が
非
人
道

的
で
あ
る
と
の
国
際
世
論
の
高

ま
り
を
反
映
し
た
画
期
的
な
一

歩
と
言
え
る
も
の
で
あ
る
。

　

核
兵
器
を
禁
止
す
る
こ
と
が

世
界
の
安
全
保
障
に
資
す
る
こ

と
は
疑
い
の
余
地
が
な
い
。
日

本
政
府
は
、
被
爆
国
日
本
に
ふ

開
か
れ
る
核
兵
器
禁
止
条
約
会

議
に
、
核
兵
器
禁
止
と
核
兵
器

の
完
全
廃
棄
に
む
け
た
法
的
拘

束
力
の
あ
る
文
書
を
可
能
な
限

り
早
急
に
締
結
す
る
立
場
で
積

極
的
に
参
加
す
る
こ
と
を
強
く

要
求
す
る
。

　

今
回
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
核

保
有
国
の
常
軌
を
逸
し
た
圧
力

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
決
議

に
賛
同
し
た
国
々
に
対
し
て
心

か
ら
敬
意
を
表
す
る
。
そ
し

て
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の
交
渉

開
始
を
求
め
て
運
動
し
て
き
た

国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
市
民
運
動
の
皆

さ
ん
に
こ
こ
ろ
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
、
命
と
健
康
を
守
る
医
師

・
歯
科
医
師
の
団
体
と
し
て
連

帯
す
る
こ
と
を
表
明
す
る
。

病態だけでなく、生活や環境等を考慮する
大切さが強調された　　　　　　　　　　

青森協会前会長の大竹進先生
が講演　　　　　　　　　　

核
廃
絶
交
渉
開
始
決
議
へ
の

　
　
　

 　

反
対
表
明
に
抗
議
声
明

さ
わ
し
く
、
核

兵
器
の
廃
絶
条

約
の
交
渉
開
始

に
向
け
て
積
極

的
役
割
を
果
た

す
こ
と
、
来
年

感 想 文 薬
科
部
研
究
会

75
歳
以
上
の
多
剤
併
用

多
職
種
連
携
で
対
応

も
ん
じ
ゅ
廃
炉
と

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
断
念
を

 2016年11月12日
内閣総理大臣　安倍晋三殿

衆議院でのTPP承認案・関連法案の衆議院でのTPP承認案・関連法案の
採決強行に抗議する採決強行に抗議する

 兵庫県保険医協会
 第1048回理事会

　TPP承認案・関連法案が、11月４日の衆議院特別委員会に続いて、11月
10日衆議院本会議において、自民・公明・維新の３党によって強行採決さ
れた。TPPへの慎重な審議を求める民意を無視して、承認案・関連法案を
強行採決したことに対し、強く抗議する。
　TPPの審議をめぐっては、政府が提出した交渉過程についての文書は、
多くが黒塗りされており、協定文書の和訳にも「誤訳」が多数存在するな
ど、国民の懸念や疑問に答えるだけの情報開示も審議時間も確保されてい
ない。これは政府の、「情報開示と国民的な議論」を求めた国会決議にも
反している。審議を尽くしていないにもかかわらず、数の力で採決を強行
したことは、決して許されない。そもそも、特別委員会での強行採決時は
議場全体が騒然としており、速記録の中でも「聴取不能」とされた部分も
多く、採決自体無効である。特別委員会に差し戻し、審議をやり直すべき
である。
　われわれは、政府が明らかにしている内容から見ても、TPP協定は日本
の公的医療保険制度を切り崩し、国民の生活と健康を損なうものであると
懸念している。地域医療に従事する医師・歯科医師の団体として、TPP協
定を慎重に継続審議し、廃案にするよう強く求める。

薬科部研究会

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1803まで

最近の抗うつ薬と緩和医療に使用される
神経障害性疼痛治療薬の薬理・適正使用

日　時　12月10日（土）16時～18時　　会　場　協会６階会議室
講　師　近畿大学薬学部教授　松山　賢治先生
参加費　1000円（会員無料）※終了後、忘年会（会費5000円）



兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可)

■ 毎年高配当を維持

■ 最高5000万円の高額保障
■ 配偶者も1000万円のセット加入

■ 医師による診査はありません
■ ライフプランに合わせていつでも
　増額･減額できます
■ 最長75歳まで保障

所得補償保険と医師賠償責任保険もご利用ください

団体定期
生命保険

保険の見直しに効きます。ネット生保と比べてみてください
格安の保険料と
高配当が魅力です！

過去７年平均46％配当

割安な掛金が満期まで
上がりません！

病気やケガの休業に備えて、高い保険料を払っていませんか？

1.最長75歳まで、730日の充実保障
2 .掛け捨てではありません
3 .弔慰・高度障害給付あり
4 .自宅療養、代診をおいても給付

5 .うつ病等の精神疾患、認知症も給付
6 .妊娠･出産に起因する併発病、
帝王切開も給付

7 .他制度の給付に関係なくお支払い

グループ保険グループ保険グループ保険グループ保険

休業保障制度休業保障制度休業保障制度休業保障制度

２０１６年(平成２８年)１１月２５日(毎月３回５・15・25日発行) 第１８３１号（５）

生
活
再
建
の
実
現
へ

さ
ら
な
る
運
動
の
前
進
を

被災20年を超えての被災者追い出しを
批判する住江保団連会長　　　　　　

神戸市の明け渡し請求は不当だと
訴える借上復興住宅弁護団事務局
長の吉田維一弁護士　　　　　　

明け渡し請求の撤回
入居継続交渉求める

「播磨の小京都」龍野
姫路・西播支部　高森　信岳

　

私
の
現
在
の
地
元
は
龍
野

で
あ
る
。
市
町
村
合
併
で
た

つ
の
市
に
な
っ
た
。
龍
野
は

「
小
京
都
」
と
呼
ば
れ
る
こ

と
が
あ
る
ら
し
い
。

　

私
の
実
家
は
京
阪
電
車
の

元
始
発
駅
で
、
特
急
に
乗
れ

ば
40
分
で
京
都
に
着
く
環
境

で
あ
っ
た
。
特
急
と
い
っ
て

も
特
急
料
金
は
不
要
で
あ
っ

た
。
当
時
は
電
車
の
な
か
で

テ
レ
ビ
が
見
れ
る
こ
と
を
売

り
に
し
て
い
た
。
週
末
ご
と

に
、
家
族
で
京
都
に
行
っ
て

い
た
時
期
が
あ
っ
た
。

　

近
頃
、
大
学
卒
業
以
来
、

運
動
ら
し
き
も
の
を
再
開
し

て
、
自
転
車
に
乗
る
よ
う
に

な
っ
た
。
旧
龍
野
市
街
、
霞

城
と
呼
ば
れ
る
地
域
は
道
幅

が
狭
く
、
往
診
用
の
軽
自
動

車
で
も
で
き
れ
ば
入
り
た
く

な
か
っ
た
。
自
転
車
な
ら
ば

車
と
は
違
い
、
ゆ
っ
く
り
と

町
並
み
を
楽
し
め
る
。

　

龍
野
の
名
産
品
は
醤
油
と

そ
う
め
ん
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
。
元
祖
グ
ル
メ
と
い
わ

れ
た
書
道
家
が
鴨
肉
を
異
国

の
地
で
食
べ
た
と
き
に
、
粉

末
の
龍
野
の
醤
油
で
食
べ
た

と
の
記
載
を
目
に
し
た
こ
と

が
あ
る
。
記
載
が
あ
る
こ
と

か
ら
想
像
す
る
と
、
そ
の
当

時
で
も
有
名
で
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

　

醤
油
の
よ
う
な
保
存
食
品

の
存
在
が
資
本
の
集
積
に
つ

な
が
り
、
小
京
都

と
呼
ば
れ
る
町
並

み
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
う
す
く
ち

竜
野
醤
油
資
料

館
、
揖
保
乃
糸
資

料
館
そ
う
め
ん
の

里
も
あ
る
。
隣
町

の
網
干
、
林
田
町

で
も
お
い
し
い
お

酒
が
作
ら
れ
て
い

る
。
き
っ
と
こ
の

あ
た
り
は
水
も
よ

か
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。

　

酒
、
醤
油
、
麺

自 慢自 慢

地 
元
自 慢自 慢自 慢自 慢

私
の

★★

35

類
と
く
れ
ば
、
盛
り
場
で
重

宝
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、

龍
野
は
小
京
都
で
は
あ
る
が

小
祇
園
で
は
な
い
と
私
は
思

う
。
繁
華
街
の
ネ
オ
ン
は
龍

野
に
は
な
い
。
少
し
枯
れ
た

町
並
み
が
そ
こ
に
あ
る
。

　

保
団
連
が
世
話
人
団
体
を
務

め
る
、
災
害
被
災
者
支
援
と
災

害
対
策
改
善
を
求
め
る
全
国
連

絡
会
（
全
国
災
対
連
）
の
災
害

対
策
全
国
交
流
集
会
が
11
月
４

日
か
ら
２
日
間
、
福
島
県
い
わ

復
興
」
政
策
や
、
被
災
20
年
を

超
え
て
被
災
者
を
復
興
住
宅
か

ら
追
い
出
す
政
府
の
施
策
を
批

判
し
、
生
活
再
建
は
人
権
問
題

と
の
認
識
に
立
っ
た
政
策
、
特

に
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の

拡
充
を
求
め
て
、
災
対
連
運
動

を
前
進
さ
せ
よ
う
と
呼
び
か
け

た
。

　

ま
た
、
運
動
の
成
果
と
し

て
、
岩
手
県
が
被
災
者
の
医
療

費
窓
口
負
担
免
除
を
２
０
１
７

年
12
月
ま
で
延
長
し
た
こ
と

や
、
鳥
取
県
が
10
月
の
地
震
被

災
者
に
対
し
、「
支
援
法
」
の

対
象
外
で
あ
る
「
一
部
損
壊
」

で
も
最
高
30
万
円
の
補
修
助
成

を
公
費
で
行
う
と
決
定
し
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。

　

神
戸
で
は
阪
神
・
淡
路
大
震

災
の
被
災
者
の
た
た
か
い
が
続

い
て
い
る
。
借
り
上
げ
住
宅
か

公
判
で
は
、
弁

護
団
は
、
入
居

期
限
の
「
事
前

通
知
」
を
神
戸

市
当
局
が
入
居

者
に
た
い
し
て

行
わ
な
か
っ
た

「
不
作
為
責

任
」
を
追
求

し
、
退
去
要
求

は
不
当
で
あ
る

と
し
た
。

ら
の
追
い
出
し
問
題
で
、
神
戸

市
は
キ
ャ
ナ
ル
タ
ウ
ン
ウ
エ
ス

ト
４
・
５
号
館
で
転
居
を
拒
む

入
居
者
４
世
帯
を
相
手
取
り
、

明
け
渡
し
を
求
め
て
提
訴
す
る

方
針
で
あ
る
。
借
上
復
興
住
宅

弁
護
団
長
の
佐
伯
雄
三
弁
護
士

は
こ
れ
に
対
し
、
明
け
渡
し
請

求
の
撤
回
と
Ｕ
Ｒ
と
の
入
居
継

続
交
渉
を
神
戸
市
に
求
め
る
抗

議
声
明
を
発
表
し
た
。

　

先
行
し
て
明
け
渡
し
を
求
め

ら
れ
て
い
る
１
〜
３
号
館
入
居

者
の
Ｙ
さ
ん
の
裁
判
の
第
４
回

き
市
で
開
催
さ

れ
、
視
察
会
や
講

演
会
、
分
散
会
討

論
が
行
わ
れ
た
。

全
国
か
ら
１
９
５

人
が
参
加
し
、
被

災
者
生
活
本
位
の

復
興
を
求
め
て
、

討
論
・
経
験
交
流

し
た
。

　

代
表
世
話
人
の

住
江
憲
勇
保
団
連

会
長
は
主
催
者
あ

い
さ
つ
で
、
大
企

業
を
儲
け
さ
せ
る

だ
け
の
「
創
造
的

全
国
災
対
連　

被
災
地
交
流
集
会

全
国
災
対
連　

被
災
地
交
流
集
会
inin
い
わ
き

い
わ
き

借上復興住宅退去問題

日　時　12月３日（土）15時～18時
　　　　　　４日（日）10時～15時
会　場　姫路市勤労市民会館
　　　　４階会議室
１日目　 保険診療とは／点数の解説

など
２日目　診療報酬請求の実務など
◆定　員　60人（事前申込順）
◆参加費　 8000円（テキスト・資料

代、２日目の昼食代含む）
◆ ２日間とも参加された方に「修了
証」を発行

お申し込み・お問い合わせは、　　
　　　　　☎078－393－1803まで

初心者のための初心者のための
保険請求事務講習会（医科）保険請求事務講習会（医科）

医科保険請求

〈人工腎臓の時間外・休日加算〉
Ｑ１　人工腎臓の時間外・ 休日加算
（300点）はどのような場合に算定する
のか。
Ａ１　入院外の患者に対して、人工腎臓
を午後５時以降に開始もしくは午後９時
以降に終了した場合か、休日に行った場
合に算定します。
　なお、「休日」とは初診料における休
日加算の対象となる休日と同じ取り扱い
ですが、日曜日（12／29～１／３を除

く）は対象となりません。
Ｑ２　人工腎臓をＡ１のケースで緊急の
ため行った場合はどうなるのか。
Ａ２　人工腎臓の時間外・休日加算では
なく、処置の通則５における時間外・休
日・深夜加算を算定します。
Ｑ３　時間外・休日加算を算定する場
合、初・再診料の夜間・早朝等加算は併
算定できるのか。
Ａ３　できません。

人工腎臓の「時
間外・休日加算」

通則の「時間外・
休日・深夜加算」

標榜時間内の午後５時以降に開始した計画的な人工
腎臓 ○ ×

標榜時間内に開始し午後９時以降に終了する計画的
な人工腎臓 ○ ×

標榜時間外の緊急の人工腎臓 × ○
日曜日の計画的な人工腎臓 × ×
日曜日の午後５時以降に開始又は午後９時以降に終
了した計画的な人工腎臓 ○ ×

祝日の計画的な人工腎臓 ○ ×
日曜日もしくは祝日の緊急の人工腎臓 × ○
年末年始期間（12／29～１／３）の日曜日に行った
計画的な人工腎臓 ○ ×

年末年始期間（12／29～１／３）の緊急の人工腎臓 × ○

「人工腎臓の時間外・休日加算」と「処置の通則の加算」の算定可否

市の中心部・龍野町には武家屋敷や白壁の土蔵が
今も残っている（たつの市観光協会提供）　　　



保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（研究部）☎078－393－1809（歯科）朝９時30分から

(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞

 ☎ 078･393･1801
Fax 078･393･1802
http://www.hhk.jp/

（６）第１８３１号２０１６年(平成２８年)１１月２５日(毎月３回５・15・25日発行)
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帝京大学医学部附属溝口病院皮膚科　教授 清　　佳浩先生講演

白癬診断・治療の進化

水虫について知っておきたいこと
　水虫菌は皮膚糸状菌という糸のような
カビの仲間です。人の角質、つまり垢が
大好きで、角質から離れると数週間で死
んでしまいます。しかし、水虫にかかっ
た患者から剥がれ落ちる角質の中では長
いと数カ月は生きています。したがっ
て、家庭内に水虫の人がいると家族に感
染していくわけです。
　不特定多数の人が集まるところでは、
水虫菌のついた角質が必ずありますか
ら、菌をもらうことは必然といえます。
　しかし、感染するのに24時間はかかり
ますから、毎日足の指の間を含めてきれ
いに洗っていれば大丈夫です。一日中靴
と靴下を履きっぱなしだと足の湿度が上
がって早く感染しますから、家ではでき
るだけ素足でいてください。
　水虫の患者のうち約半数では、かゆみ
などの症状がありません。健康な足の裏
は、皮がむけません。皮がむける方、か
かとがひび割れる方は水虫要注意です。

白癬
　わが国においては足白癬が約2000万
人、爪白癬が約1400万人、どちらかの白
癬を有している症例は2400万人ほどいる
とされています。皮膚科外来を受診する
患者に占める割合は６％から27％であ
り、皮膚科医として決して軽視してはい
けない疾患の代表です。
　原因菌はTrichophyton rubrumとT.  
mentagrophytesの２菌でその90％以上を
占めています。まれに検出される菌とし
てEp i d e r m o p h y t o n f l o c c o s u m、

Microsporum canis、M. gypseumさらに
2001年ごろより格闘家の間で流行してい
るT. tonsuransなどがあります。
　白癬には表在性白癬と深在性白癬があ
ります。しかしほとんどは表在性白癬で
す。
　頭部白癬、体部（顔面を含む）白癬、
股部白癬、手白癬、足白癬、爪白癬など
と部位による病名がついており、一方深
在性白癬にはケルスス禿瘡、白癬菌性毛
瘡、生毛部急性深在性白癬、硬毛部急性
深在性という真皮では白癬菌は増殖しな
いが炎症反応が高度のいわゆる深在性白
癬と真の深在性白癬である白癬菌性肉芽
腫があります。

予防法
　不特定多数の人がはだしになる施設で
は、必ず白癬菌が存在します。家庭内に
１人白癬患者がいれば、ほとんどの家庭
に白癬菌が存在しています。
　白癬菌が人に感染するまでに要する時
間は早くて24時間ほどですが、足に傷が
あると12時間ほどで進入します。しか
し、感染機会があっても12時間以内に指
などで趾間から足底全部をよく洗えば予
防できます。

診断方法
　さまざまな白癬病変も診断の基本は直
接鏡検法（写真）です。菌が豊富に存在
する辺縁の病勢が盛んな部位から材料を
採取すればほぼ100％で菌が検出できま
す。菌が検出できない場合は軟膏やステ
ロイドを外用して再度検査を行いましょ
う。

に、直接検鏡などで診断を確定した後、
治療を開始します。直前まで抗真菌薬を
使用していた場合には、１～２週間亜鉛
華軟膏やステロイドを外用したあとに、
再度検鏡を行って菌要素を検出して治療
を開始するのがベストでしょう。原則と
して体部、股部、手、足白癬に対しては
外用薬を用い、それ以外の爪、頭部、深
在性白癬には内服療法が適応となりま
す。ただし、病型だけでなく、年齢、範
囲、合併症、患者のコンプライアンスな
どを含めて総合的に判断して適切な治療
法を選択します。

爪白癬の治療法
・内服抗真菌剤
　テルビナフィンまたはイトリゾール
・外用抗真菌剤
　クレナフィン液またはルコナック液
・機械的爪甲除去
　歯科用グラインダー、彫金用ミニルー
ター、プラスチックニッパ、手術など
・薬品による爪甲除去

　40％尿素軟膏、スピール膏
　最後に真菌症の臨床症状は多彩であ
り、真菌症を疑って検査を行わないと診
断できません。さらに直接鏡検や試験紙
法、培養、分子生物学的方法などで確定
診断をしてから治療しないと、本当に真
菌症でよかったのかあとからの鑑別診断
は非常に困難になります。
　病気によって治療法が異なるため確定
診断が重要となります。
　爪白癬は、爪の改善度を観察し、再発
したり白濁部が順調に前方に移動しない
場合は、Dermatophytomaの存在を疑っ
たり、カンジダやアスペルギルスなどの
白癬以外の真菌による爪真菌症を考えま
す。
　患者の持つ合併症、内服薬などと病変
の広がりなど考慮して治療を選択しま
す。
　爪白癬の治療に新しい外用剤が加わ
り、治療法の選択の範囲が広がったこと
は患者にとっても良いことです。
 （８月20日、診療内容向上研究会より）

写真　直接鏡検写真

表　リアルタイムPCRによる原因菌の検索結果

　足白癬では原因菌はほ
とんどがT. rubrumとT. 
mentagrophytesで、治療
効果はほとんど変わらな
いので培養同定は通常必
要ありませんが、頭部白
癬や体部白癬ではその原
因菌が多彩で対策もそれ
により異なってくるた
め、培養同定が重要にな
ります。菌の同定方法に
は培養法と分子生物学的
方法があります。
　日本医真菌学会では
2011年１年間に全国の真
菌症のエキスパートから
爪白癬と診断された材料
を送ってもらい、リアル
タイムPCRという方法で
原因菌の検索を行いまし
た。その結果96％で菌種
の決定ができました
（表）。

治療方針の立て方
　検査の項で述べたよう

検体数 パーセント
Total Number 496 100.0
T. Rubrum 380 76.6
T. Mentagrophytes 72 14.4
R/M 9 1.8
R/C 3 0.6
M/C 2 0.4
Candida albicans 8 1.6
Unidentified 2 0.4
Negative 20 4.0
Positive Racio 96.00

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1817 吉永まで

文化部　蕎麦打ち体験企画

　年末の恒例の「蕎麦打ち体験」。企画当初より指導いただいていた福田俊明先生
（７月ご逝去）のご遺志を継ぎ、今年からは「手打ち福寿庵」として再出発しま
す。ぜひご参加ください。
日　時　12月11日（日）10時～14時
会　場　神戸市生涯学習支援センター（コミスタ神戸／三宮駅から徒歩15分）
定　員　40人（事前申込順）　体験料　大人1500円、子ども500円
指　導　（社）全麺協講師陣　
※持ち物はエプロン、タオル、バンダナ等。参加者には改めて詳細をご案内します

手打ち 福寿庵 ～挽きたて、打ちたて、ゆがきたて！～


